
籾遡翫孫徐105cmビΒ�ミモ貿鴎錦

来年50年を迎える⽊曽観測所は、戦後の⽇本の天⽂学の発展のために⼤型シュミット望
遠鏡の要望があり、東京⼤学東京天⽂台の５番⽬の天⽂台として1974年に設⽴されま
した。所在地は⽊曽郡⽊曽町三岳（⽊曽町と上松町と王滝村の境）です。
永きに渡り活動を続けてこられたのは、時代時代に応じた�ô�þ
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� は視野の広さから四半世紀活躍、
その後は感度アップを⽬指しCCDに移⾏（�� �. ���&�&�'）、視野拡⼤のために⼤フォーマッ
ト化・モザイク化を進めました（�� �. ���&�&�'、	”	h	V	a �&�&�'、�.�:�)�& ）。そして現在は動
画観測可能な84個のCMOSセンサーを並べた	z	”	Z	f	n	¥	]	“	› が搭載されています。
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東経 137度37分31.5秒

北緯 35度47分50.0秒

標⾼ 1130m
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主鏡⼝径 1500mm、240mm、CERVIT、1350kg

補正板⼝径 1050mm、20mm、UBK7、48kg

主焦点距離 3300mm

⼝径⽐（明るさ） F/3.1

視野 6° x 6°

像スケール 62.6” /mm

対物プリズム 頂⾓4°、2°
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シュミット望遠鏡を格納して
いる建物は地上3階建で、直径
16.2mの円形レール上に20台
の台⾞(内駆動装置付8台)で⽀
えられた半球型のドームが⾵
雪を凌いでいます。ドームの
表⾯はステンレス板（2mm
厚）を溶接して造られており、
太陽光を反射させてドーム内
へ熱の進⼊を防いでいます。
さらにドーム壁は⼆重で、内
壁部には特殊断熱材が貼り付
けられており、断熱効果を⾼
めています。
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直径 16.2 m

⾼さ 16.2 m

重量 100 ton
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No.1 ⽶、パロマー天⽂台、サミュエル・オシン望遠鏡 126cm

No.2 濠、サイディング・スプリング天⽂台、UKシュミット望遠鏡 124cm

No.3 ⽇、⽊曽観測所、シュミット望遠鏡 105cm

シュミット望遠鏡は1930年ドイツのシュミットによって考案された望遠鏡です。
⽊曽観測所のシュミット望遠鏡は
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合わせで、36cm⾓の⼤型写真乾板に6度⾓の空の写真を⼀度に撮ることができま
した。この視野の広さはほぼ満⽉180個分に相当します。
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焦点に写真乾板、フィルム、CCD、CMOSセンサなどを配置して使⽤し
ます。像⾯は主鏡の球⼼と同⼀位置に球⼼を持つ凸球⾯になる「像⾯湾
曲」があるため、写真乾板やセンサは湾曲させなければなりません。ト
モエゴゼンカメラの場合は個々のセンサを独⽴した台座に載せることで、
球⾯形状を実現しています。

４次関数（４次局⾯）で表される⾮球⾯の薄いレン
ズで、「球⾯収差」を除去します。⼝径の⼤きな望
遠鏡では、「⾊収差」をなくすために（⾊消し）、
２枚構成にする場合もあります。

主鏡は球⾯鏡で、絞りを球⼼位置に置くことで、
「コマ収差」と「⾮点収差」がない光学系を実
現できます。
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鏡筒は焦点距離の約2倍の⻑さになってしまう
ため、かなり⼤きめの架台が必要になります。

検出器から主鏡の最⼤径、補正
レンズを通して⾒込む⾓が視野
の⼤きさになります。

シュミット望遠鏡は、鏡筒の先端に置かれた補正板と鏡
筒下部の球⾯反射鏡の組み合わせにより、広い画⾓にわ
たって収差（ボケ）のない鮮明な像を得ることができる
光学系を有した望遠鏡です。
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シュミット望遠鏡は開⼝部
に補正板が必要になるため、
⼤⼝径望遠鏡には不向きで、
おおよそ1mクラスの望遠
鏡が現実的です。世界には
⽊曽観測所だけではなく、
多くのシュミット望遠鏡が
存在します。

野辺⼭宇宙電波観測所 オンライン特別公開 2023P-02A 2023.7.22
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東京⼤学⼤学院理学系研究科附属天⽂学教育研究センター⽊曽観測所 ⾼橋 英則


